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工 事 説 明 書         
台付シングルレバー湯水混合水栓（共） 

ＫＢ－ＴＰ００５－０２－Ｇ１８８
保証書にお取付店名、お取付日を必ずご記入下さい。また、この取扱・工事説明書は直接お客様に手渡して下さい。 

外 観 寸 法 図 使用条件と取り付け前のご注意 

給水・給湯圧力 

最低必要圧力 ０．１５ＭＰａ 

最高圧力 ０．７５ＭＰａ 

適正圧力 ０．２～０．３ＭＰａ 

推奨給湯温度 ６０℃ 

使用可能水質 水道水及び飲用可能な井戸水（※） 

用 途 一般住宅用 

●給水圧力が０．７５ＭＰａを超える場合は、市販の減圧弁を設置して適性

圧力（０．２～０．３ＭＰａ）に減圧して下さい。

ウォーǿーハンマーや流水音が低減します。

●給水圧力は給湯圧力と同等もしくは高く設定して下さい。

●誤作動などによるやけど防止のため、６０℃給湯をおすすめします。

●高温でのご使用は水栓᣿具の寿命を短くし破損や水漏れの原因となりま

す。

●給湯配管は最短距離で配管し、配管には保温材を巻いて下さい。

●湯・水を逆配管しないで下さい。

●給湯に蒸気を使用しないで下さい。

●水栓取り付け前には必ず配管内の清掃を行い配管内のゴミ、ჿ等を完全に

洗い流して下さい。

●温度調節を容易にするために給水、給湯圧力の差圧はなるべく小さくして

下さい。

（※）飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合

する水をいう。 

器 具 の 取 り 付 け           
取り付け順にしたがって確実にお取り付け下さい。取り付け後は本管を開き、締め付け各部からの漏れの無いことを確認し、実用テストを必ず実施して下さい。 

１ 湯側・水側の配管に止水栓（別売品）を取り付けます。 

※止水栓は固定された配管に取り付けて下さい。

※流量調節や保守点検のため、必ず取り付けて下さい。

２ 湯側の止水栓に逆止弁本体を固定します。 

※接続アダプǿーは手でいっぱい締め付けた後、モンキーレンチ等で

６０度程度締め付けて下さい。（適正トルク：19．6 N・m）

※接続アダプǿーと止水栓の間には、付属のノンアスパッキン

（φ18.5×12×2）を必ず入れて下さい。

※ノンアスパッキンの取り付けは、取り付け面が平滑でないと漏水の

原因になります。平滑でないものは絶対に使用しないで下さい。

またテーパーネジへの接続もしないで下さい。

３ 混合栓本体を天板に固定します。 

※本体の凸部分を取付穴に差し込んで取り付けして下さい。

※固定ナットの締付けは TOTO 製・締付工具（13 六角）：

TZ40L 等を使用して下さい。

※固定ナットは、締めすぎないで下さい。馬蹄᣿具が変形

するまで締付けると固定力がなくなります。

※本体を固定する際や、固定後の位置調整を行う際に、

レバーハンドルや吐水口を持たないで下さい。

（それらを持って締め付けますと破損の恐れがあります。） 

４ 給水ホースを止水栓に、給湯ホースを逆止弁本体に接続します。 

※給水・給湯ホースは大きな曲げ半径（最小曲げ半径��ｍｍ以上）

で曲げ、逆止弁本体・止水栓へ接続して下さい。

※給水・給湯ホースと接続アダプǿーの間には、付属のノンアスパ

ッキン（φ15×φ10×2）を必ず入れて下さい。

※ノンアスパッキンの取り付けは、取り付け面が平滑でないと漏水

の原因になります。平滑でないものは絶対に使用しないで

下さい。またテーパーネジへの接続もしないで下さい。

※ホースと止水栓、ホースと逆止弁本体との締付けは手でいっぱい

締め付けた後、モンキーレンチ等で６０度程度締め付けて下さ

い。（適正トルク：19．6 N・m）

取り付け後の点検・調整 

※給水・給湯ホースを上げ下げし、外れないことを確認して下さい。

※水栓の出し止めを数回繰り返し、配管接続部および水栓から水漏れがないことを確認して下さい。

※天板の上から水栓に対し、水をかけてキャビネット内に浸入しないか確認して下さい。

※吐水口部をはずし、泡沫内芯をよく水洗いしてჿ、ゴミなどを完全に取り除いて下さい。（取扱説明書参照）

※お使いいただく現場で適量、適温が得られるよう止水栓で調整して下さい。水の流量を湯の流量の１．５倍程度にすると温度調節がしやすくなります。 

点 検 項 目       
使用中に異常が生じた場合は次の項目を点検し、調整して下さい。 

異常な状態 点検・調整 

吐水量が少ない 

① 止水栓が閉まりすぎていないか、ドライバー等で調整する。

② 泡沫内芯にゴミが詰まっていないか（分解図参照）。

③ 給水・給湯源に異常はないか。

高温あるいは低温しか出ない 
① 止水栓が閉まりすぎていないか、ドライバー等で調整する。

② 熱源が正常に作動しているかどうかを確認する。また、給水圧力に大幅な変化が無いか確認する。

分 解 図     
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ＭＬ５５２用レバーハンドル（刻印有り）ȋȃǱȫǵȆȳ

ＭＬ５５０用ハンドルキャップ 

ハンドル止メネジ M5×８

ＭＬ５５３用化粧カバーȋȃǱȫǵȆȳ

ＭＬ５４２用締付カバー

カートリッジ・２５Ჿ᳌Ღ᲻

ＭＬ５５３用本体ȋȃǱȫǵȆȳ

MK53０用取付パッキン
MK530�用馬蹄᣿具

ＭＫ０２用固定ナット
１１ 泡沫内芯 

１２ ノンアスパッキンφ15×φ10×2

１３ ５３５Ｘ用接続アダプǿー３／８

１４ ノンアスパッキンφ18.5×φ12×2

アフǿーパーツセット

Ａ ５５２用レバーハンドルセット・ᲢЦҮஊǓᲣȋȃǱȫǵȆȳȷ᲻᳍ 

Ｂ カートリッジ・２５Ჿ᳌，Ａ・AS

Ｃ 馬蹄᣿具セット・5５２・AS 

Ｄ ５３５Ｘ用接続アダプǿー３／８セット・AS 

※下図を参考に取り付け状態

を確認して下さい。
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アングル形止水栓
（Ｋ１３－８等）

ストレート形止水栓
（Ｋ１３－１５等）

固定された配管

固定された配管

正しい配管例 誤った配管例

湯側　　水側

ノンアスパッキン
φ１８．５×φ１２×２

≪実物大≫

止水栓

アダプǿー

取付パッキン

天板

取付パッキン

馬蹄᣿具

ＭＫ０２用固定ナット

馬蹄᣿具

取付パッキン取付穴

◆取付パッキンが天板に全周
接している。

◆馬蹄᣿具が天板に確実に
掛かっている。

給水ホース給湯ホース
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